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　　　令和元年11月6日
企画政策部統計分析課
１　青森県の推計人口（令和元年10月1日現在）……………………………………………………　    1
	県人口　1,246,291人（対前月586人減少）

自然動態　　847人減少（出生者数　 569人、死亡者数　1,416人）
社会動態    261人増加（転入者数 1,592人、転出者数  1,331人）



２　本県の経済動向（令和元年8月・9月の経済指標を中心として）
（１）経済概況
	本県経済は、緩やかに回復している。
景況感（青森県景気ウォッチャー調査結果）をみると、現状判断ＤＩは４０．２、先行き判断ＤＩは３３．８と、いずれも５０を下回った。


（２）主要経済指標の動向
	(2-1)
	生産動向
	・令和元年8月の青森県鉱工業生産指数(平成22年＝100)は、季節調整済指数が 106.1 で、前月比5.4％の低下となり、2カ月ぶりに前月を下回った。また、原指数は 100.0 で、前年同月比 4.9％の低下となり、2カ月ぶりに前年同月を下回った。
	…
	2

	(2-2)
	雇用労働
	・令和元年8月の定期給与は221,368円で前年同月比0.6％減となった。総実労働時間は148.6時間で前年同月比2.6％減、所定外労働時間は10.3時間で前年同月比2.8％減となった。
・令和元年9月の有効求人倍率（季節調整値）は1.22倍で、前月を0.02ポイント上回った。
	…
	3

	(2-3)
	物　　価
	令和元年9月の青森市消費者物価指数（平成27年=100)は、総合指数が102.7となり、前月と同水準、前年同月比0.6％の上昇となった。また、生鮮食品及びエネルギーを除く総合指数は102.4となり、前月と同水準、前年同月比0.7％の上昇となった。
	…
	5

	(2-4)
	個人消費
	・令和元年9月の百貨店・スーパー販売額は、全店舗ベースが138億円で前年同月比5.6％増となり、2カ月連続で前年同月を上回った。また、既存店ベースでは前年同月比6.6％増となり、2カ月連続で前年同月を上回った。
・令和元年9月の軽乗用車を含めた乗用車新車登録・届出台数は4,618台で、前年同月比11.9％増となり、3カ月連続で前年同月を上回った。
・令和元年9月の主な観光施設の観光入込客数は、868千人で前年同月比4.3％減となり、4カ月連続で前年同月を下回った。また、主な宿泊施設の宿泊者数は、145千人で前年同月比2.4％減となり、2カ月連続で前年同月を下回った。
	…
	6

	(2-5)
	建　　設
	・令和元年9月の新設住宅着工戸数は631戸で、前年同月比6.7％減となり、2カ月ぶりに前年同月を下回った。
・令和元年9月の公共工事請負額は212億9,300万円で前年同月比5.2％増となり、2カ月ぶりに前年同月を上回った。
	…
	7

	(2-6)
	企業倒産
	令和元年9月の企業倒産は、件数は2件で前年同月比33.3％減となった。負債総額は4,300万円で前年同月比99.1％減となった。
	…
	8



（３）景気動向指数ＣＩ（令和元年８月分）………………………………………………………　 …　 　9
	先行指数　 107.7（前月を4.3ﾎﾟｲﾝﾄ上回り、2カ月連続で上昇した）
一致指数　 124.9（前月を4.3ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、2カ月ぶりに下降した）
遅行指数　 105.4（前月を2.5ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、2カ月連続で下降した）





（４）青森県景気ウォッチャー調査（令和元年１０月期） ……………………………………　…　 10
	3カ月前と比べた景気の現状判断ＤＩ…40.2（前期比6.3ポイント減、7期連続で50を下回る)
3カ月後の景気の先行き判断ＤＩ………33.8（前期比10.2ポイント減、2期連続で50を下回る）
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（２－２）雇用労働　　　　
　　（２－２－１）給与・労働時間（毎月勤労統計調査結果）　
　令和元年8月の定期給与は221,368円 で、定期給与指数（平成27年＝100）では102.5となり、前年同月比0.6％減と2カ月連続の減（現金給与総額238,878円、現金給与総額指数95.3、前年同月比1.5％減）となった。また、実額で比較した定期給与の全国対比は83.7となった。
　総実労働時間は148.6時間で、総実労働時間指数は96.1となり、前年同月比2.6％減と12カ月連続の減となった。このうち、所定外労働時間は10.3時間で、所定外労働時間指数は89.6となり、前年同月比2.8％減と19カ月連続の減となった。
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　　（２－２－２）有効求人倍率　
令和元年9月の有効求人倍率（季節調整値）は1.22倍で、前月を0.02ポイント上回った。就業地別有効求人倍率は1.34倍で、前月を0.02ポイント上回った。
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　　（参考）充足率（新規学卒者を除きパートタイムを含む）
　令和元年9月の充足率は20.1％で、前年同月を1.9ポイント上回った。
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（２－３）物価　
　令和元年9月の青森市消費者物価指数（平成27年=100)は、総合指数が102.7となり、前月と同水準、前年同月と比べ0.6％の上昇となった。
　生鮮食品を除く総合指数は102.7となり、前月と比べ0.3％の下落、前年同月と比べ0.4％の上昇となった。
  生鮮食品及びエネルギーを除く総合指数は102.4となり、前月と同水準、前年同月と比べ0.7％の上昇となった。　
　総合指数が前月と同水準となった内訳を寄与度でみると、食料（生鮮魚介など）などの上昇、光熱・水道（他の光熱など）などの下落が要因となっている。  　　
　総合指数が前年同月と比べ0.6％の上昇となった内訳を寄与度でみると、食料（生鮮魚介など）、被服及び履物（履物類など）などの上昇が要因となっている。
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　※　寄与度とは、ある費目の指数の変動が、総合指数の変化率のうち何ポイント寄与したかを示した
    ものであり、全費目の寄与度を合計すると、原則として、総合指数の前月比及び前年同月比（％）
の値に一致する。
      前月比、前年同月比及び寄与度は、端数処理前の指数値を用いて計算しているため、公表された
指数値を用いて計算した値とは一致しない場合がある。
　本資料は総務省統計局「小売物価統計調査」の調査票情報を独自集計したものである。


（２－４）個人消費　
　　（２－４－１）百貨店・スーパー販売額　
令和元年9月の百貨店・スーパー販売額は、全店舗ベースが138億円で前年同月比5.6％増となり、2カ月連続で前年同月を上回った。また、既存店ベースでは前年同月比6.6％増となり、2カ月連続で前年同月を上回った。
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　＊　大型小売店は従業員が50人以上で売場面積が1,500平方メ－トル以上の商店をいう。
そのうち、既存店とは、当月及び前年同月とも調査の対象となっている商店をいう。

　　（２－４－２）乗用車新車登録・届出台数
令和元年9月の軽乗用車を含めた乗用車新車登録・届出台数は4,618台で、前年同月比11.9％増となり、3カ月連続で前年同月を上回った。普通車、小型車及び軽乗用車のいずれも増加したことによる。
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　　（２－４－３）観光入込客数・宿泊者数　
令和元年9月の主な観光施設の観光入込客数は、868千人で前年同月比4.3％減となり、4カ月連続で前年同月を下回った。また、主な宿泊施設の宿泊者数は、145千人で前年同月比2.4％減となり、2カ月連続で前年同月を下回った。観光施設は五所川原市、西目屋村等の施設で減少し、宿泊施設は青森市、むつ市等の施設で減少したことによる。
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　（２－５）建　　設　　
（２－５－１）住宅建設　
　令和元年9月の新設住宅着工戸数は631戸で前年同月比6.7％減となり、2ヵ月ぶりに前年同月を下回った。持家及び貸家が減少したことによる。
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（２－５－２）公共事業　
令和元年9月の公共工事請負金額は212億9,300万円で前年同月比5.2％増となり、県、独立行政法人等などの増加により2カ月ぶりに前年同月を上回った。また、令和元年9月までの累計金額は1,299億円で前年同期比10.7％増となった。
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（２－６）企業倒産
　令和元年9月の企業倒産は、件数は2件で前年同月比33.3％減となった。負債総額は4,300万円で前年同月比99.1％減となった。また、令和元年9月までの累計倒産件数は38件で前年同期比81.0％増、負債総額は54億4,700万円で前年同期比17.7％減となった。
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（３）青森県景気動向指数　
　令和元年８月の青森県景気動向指数（ＣＩ）は、先行指数107.7、一致指数124.9、遅行指数105.4となった。
　先行指数は、前月を4.3 ﾎﾟｲﾝﾄ上回り、２カ月連続で上昇した。
一致指数は、前月を4.3 ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、２カ月ぶりに下降した。
遅行指数は、前月を2.5 ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、２カ月連続で下降した。
８月の一致指数は生産、雇用関連の指数がマイナスになったことから下降した。
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            給与及び労働時間の全国との比較（調査産業計、事業所規模5人以上）

青森県 全　国

　現金給与総額

238,878

円

276,296

円

95.3 87.6 -1.5

％

-0.2

％

　　定 期 給 与

221,368

円

264,574

円

102.5 101.5 -0.6

％

0.3

％

　　特 別 給 与

17,510

円

11,722

円

― ― -11.4

％

　総実労働時間

148.6

時間

136.0

時間

96.1 94.2 -2.6

％

-2.8

％

　　所定内労働時間

138.3

時間

126.0

時間

96.6 94.4 -2.6

％

-2.9

％

　　所定外労働時間

10.3

時間

10.0

時間

89.6 90.9 -2.8

％

-1.0

％

      　（所定の労働時間をこえる労働、休日労働、深夜労働に対して支給される給与）を含みます。

　　　２．「特別給与」とは、給与の差額追給額（ベースアップ分）、３か月をこえる期間単位で支給される住宅手当や通勤手当、

　　　　賞与（ボーナス）等のことです。

　　　３．「所定内労働時間」とは、正規の始業時刻と終業時刻との間から休憩時間を差し引いた労働時間のことです。

　　　４．「所定外労働時間」とは、早出、残業、休日出勤等の労働時間のことです。

　　　５．全国の数値については、平成30年11月確報から、平成24年以降において東京都の「500人以上規模の事業所」につい

　　　　ても再集計した値（再集計値）に変更しており、従来の公表値とは接続しないことにご注意ください。　また令和元年6月

　　　　分速報から「500人以上規模の事業所」について全数調査による値に変更していることにご注意ください。

資料：県統計分析課「毎月勤労統計調査結果（速報）」

―

（注）１．「定期給与」とは、あらかじめ定められている支給条件、算定方法によって支給される給与のことで、超過労働給与 

実　　　数 指数（H27=100） 対前年同月増減率

青森県 全  国 青森県 全  国
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資料：青森労働局職業安定部職業安定課「職業安定業務取扱月報」

※充足率＝充足数／新規求人数
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図２　生鮮食品を除く総合指数の動き

　　　図３　生鮮食品及びエネルギー

　　　　　　 を除く総合指数の動き

 　    図１　総合指数の動き
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１０大費目指数の動き （平成27年=100）
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資料：県統計分析課「消費者物価指数　月報」

諸雑費 住 居



総 合

交通・

通 信

食 料 教 育

教 養

娯 楽

家 具

・

家 事

用 品

被 服

及 び

履 物

保 健

医 療

光熱・

水 道


image9.emf
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

H27.911 28.1 3 5 7 9 11 29.1 3 5 7 9 11 30.1 3 5 7 9 11 31.1 3 R1.5 7 9

（％）

百貨店・スーパー販売額と前年同月比【全店舗】

スーパー 百貨店

青森県 全国

資

資料：東北経済産業局「東北地域百貨店・スーパー販売額動向」、経済産業省「商業動態統計速

（

（百万円）

（（


image10.emf
-15

-10

-5

0

5

10

15

20

H27.9 11 28.1 3 5 7 9 11 29.1 3 5 7 9 11 30.1 3 5 7 9 11 31.1 3 R1.5 7 9

（％）

百貨店・スーパー販売額前年同月比【既存店】

青森県 全国

資料：東北経済産業局「東北地域百貨店・スーパー販売額動向」、経済産業省「商業動態統計速報」
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資料：日本自動車販売協会連合会青森県支部「自動車登録状況新車月報」、同連合会「自動車統計データ」
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資料：県観光企画課「月例観光統計」
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資料：県観光企画課「月例観光統計」
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施設対比）
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寄与度がプラスの指標 寄与度がマイナスの指標

先 行 系 列

新設住宅着工床面積 4.01

３カ月ぶり

中小企業景況ＤＩ -1.50

２カ月ぶり

企業倒産件数（逆ｻｲｸﾙ） 3.49

４カ月ぶり

建築着工床面積 -1.30

２カ月連続

乗用車新車登録届出台数 0.78

２カ月連続

日経商品指数（42種） -1.09

２カ月連続

新規求人倍率（全数） 0.04

２カ月連続

生産財生産指数 -0.06

２カ月ぶり

一 致 系 列

百貨店・スーパー販売額（既存店）

2.23

２カ月ぶり

投資財生産指数 -3.08

２カ月ぶり

輸入通関実績（八戸港） 1.99

５カ月ぶり

鉱工業生産指数 -2.36

２カ月ぶり

旅行取扱高 -1.57

２カ月ぶり

有効求人倍率（全数） -1.22

４カ月連続

所定外労働時間指数（全産業）

-0.29

２カ月ぶり

遅 行 系 列

りんご消費地市場価格 1.90

５カ月連続

家計消費支出（勤労者世帯：実質）

-3.32

２カ月連続

有効求職者数（全数）（逆ｻｲｸﾙ）

0.62

３カ月ぶり

常用雇用指数（全産業） -0.75

５カ月連続

青森市消費者物価指数（総合）

-0.40

２カ月連続

県内金融機関貸出残高 -0.30

４カ月連続

公共工事請負金額 -0.05

２カ月連続

　　　　　遅行指数　　28.6％　（４カ月ぶりに50％を下回った）

●個別系列の動き

（各指標は季節調整等を行い、寄与度を前月と比較しています）

（参考）青森県景気動向指数（ＤＩ）

　　　　　先行指数　　37.5％　（４カ月連続で50％を下回った）

　　　　　一致指数  　21.4％　（２カ月ぶりに50％を下回った）
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現状判断ＤＩは、１０月１日からの消費税増税による節約志向の高まりなどにより、前期比

６．３ポイント減少の４０．２となった。



先行き判断ＤＩは、増税による個人消費の落ち込みや、増税対策効果の不透明さ、海外情勢へ

の懸念などにより、現状判断ＤＩと比べて６．４ポイント減少の３３．８となった。

３カ月前と比べた景気の現状判断ＤＩは、景気の横ばいを示す５０を７期連続で下回った。

３カ月後の景気の先行き判断ＤＩは、景気の横ばいを示す５０を２期連続で下回った。

　

資料：県統計分析課「青森県景気ウォッチャー調査報告書」

●３カ月後の景気の先行き判断

動



向



前期調査と比べると、「良くなる」が増減なし、「やや良くなる」が１２．９ポイント減少、

「変わらない」が７．７ポイント減少、「やや悪くなる」が１３．５ポイント増加、「悪くなる」

が７．１ポイント増加により、全体では１０．２ポイント減少の３３．８となり、景気の横ばいを

示す５０を２期連続で下回った。



判断理由では、年末年始や冬期準備による消費の回復を期待する声があった一方で、消費税増税

による個人消費の落ち込みや、増税対策効果の不透明さ、海外情勢への懸念をあげる声があった。



地区別では、前期調査と比べて、全地区でポイントが減少した。ＤＩは、全地区で景気の横ばい

を示す５０を下回った。

●３カ月前と比べた景気の現状判断

動



向



前期調査と比べると、「良くなっている」が１．０ポイント減少、「やや良くなっている」が

０．９ポイント減少、「変わらない」が１４．６ポイント減少、「やや悪くなっている」が１０．

３ポイント増加、「悪くなっている」が６．１ポイント増加により、全体では６．３ポイント減少

の４０．２となり、景気の横ばいを示す５０を７期連続で下回った。



判断理由では、消費税増税前の駆け込み需要による来客数や売上の増加などのプラス面がある一

方で、１０月１日からの増税による節約志向の高まり、増税後の来客数や売上の減少、中心街の人

通りの減少などといったマイナス面をあげる声があった。



地区別では、前期調査と比べて、東青地区、津軽地区及び県南地区で減少し、下北地区で増減な

しとなった。ＤＩは、全地区で景気の横ばいを示す５０を下回った。

　（調査期間　令和元年１０月１日～１０月２３日　回答率　９９％）



（４）青森県景気ウォッチャー調査（令和元年１０月期）
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○3カ月前と比べて景気の現状判断理由

◎ 「今年12月引渡しで」のお客様が比較的多い。来年の着工に向けては今の所？(住宅建設販売=津軽)

○

消費増税前のまとめ買いがみられました。（酒と日用雑貨のみ）8月は気温上昇が、プラス影響になりました。(スー

パー=東青)

○ 新店オープンにより若年層のお客様が増えた。(百貨店=津軽)

□ 前年比で横ばい。(乗用車販売=東青)

□

消費税10％、軽減税と10月のスタートに向けて消費があったのが9月。8月は比較的人の流れがあり景気は良かった気が

するが思えば、価格の低めに設定したものの動きが活発だったのかと思う。(一般飲食店=東青)

□ 昨年対比で、来館数、売上共に伸びていない。(都市型ホテル=津軽)

□ 増税前で大きく前年を上回っていたがこの先は反動がある為。(家電量販店=県南)

□ 夏の観光客も例年と大差なく、宴会件数も増えてはいない。(都市型ホテル=下北)

□ 今はまだ増税が始まったばかりで日常生活ではさほど影響はないと思う。(食料品製造=津軽)

□ 景気が良くなる要素が垣間見られない。消費税増税の駆け込み需要もさほどではなかった。(経営コンサルタント=県南)

□ 増税前の駆け込み需要に期待したが、そこまでではなかった。(新聞社求人広告=県南)

△ 個人消費が落ちている。(旅行代理店=津軽)

△

一部で増税前で伸びている業種もあるが、全体としてはあまり良いとは言えないし、増税後1カ月間くらいは多少落ちる

と思われる。(スーパー=下北)

△

人手不足が多くの業種に見られる他、消費増税に伴い一般小売業は売上が停滞している様子。(経営コンサルタント=東

青)

△ 消費税10％がスタートして、企業側も、経費に関しては、今まで以上に慎重になっている。(広告・デザイン=県南)

△ 節約志向の強まり、買い控え意識がやや強まっているように感じる。(新聞社求人広告=東青)

×

以前に比べると他人の動き（外出）が以前にも増してほとんど見られなくなってしまった。それに輪を掛けて外食消費

税１０％は外に出る気を萎えさせている様に思える。(タクシー=東青)

× 衣料、生活用品を中心に増税後の売上の減少が予想以上である。(百貨店=県南)

○3カ月後の景気の先行き判断理由

◎ 正月が来るから。(旅行代理店=県南)

○ 収穫期であり、人やモノが動き、消費が上向くはず。(新聞社求人広告=津軽)

□

消費税増税の影響はあると思うが、紅葉シーズンと秋にたくさんのイベントが開催される為、景気は大幅に悪化はしな

いと思う。(商店街=津軽)

□ 増税前で大きく前年を上回っていたがこの先は反動がある為。(家電量販店=県南)

□ 増税の為、一時落ち込むが、その後年末に向けて多少良くなると思います。(スーパー=下北)

□ 増税、キャッシュレス還元、プレミアム商品券の複合的な作用が読めない。(広告・デザイン=東青)

□

このまま台風の影響が無いまま、米やりんごの収穫が上がればまずまずの景気となることを期待したい。(経営コンサル

タント=津軽)

△ 消費税増税で娯楽遊興費を抑えてくると思います。(パチンコ=東青)

△ 最低賃金のゆくえ。消費の変化。少子高齢人口減少。(観光名所等=津軽)

△

増税、イラン問題による油の価格上昇等、消費マインドが上がる要素がない。キャッシュレスポイント還元は思惑通り

には普及しないと考える。(スーパー=県南)

△

消費税増税により、個人消費の減速傾向が強まると思われる。キャッシュレス化によるポイント還元は、特に高齢層に

は浸透しない。(ガソリンスタンド=県南)

△ 消費税増税後の冷え込みがあると思われます。(ガソリンスタンド=下北)

△

農業は天候にめぐまれたので米、リンゴ中心に良好と見られる。しかし、人手不足は多くの業種に見られ、今後、消費

税増税の影響も出ると見られるので、全体としては悪くなるのではないか。(経営コンサルタント=東青)

△ 消費増税はたった2％だが、じわじわ効いてくると思われる。(電気機械製造=県南)

△

消費税増税で悪くなると思う。政府は増税景気対策として軽減税率制度やキャッシュレスポイント還元制度を実施して

いるが、とても分かりづらく、特に年金生活者等の高齢者には利用しづらいものとなっている。この程度の対策ではと

ても不安に思う。(人材派遣=津軽)

×

過去増税後は次第に景気は悪くなっていっているので、今回も同じように流れていくように思うが、その中でも生活か

らかけ離れたものこそ厳しいように思う。(一般飲食店=東青)

× 町に人が出ていない。(衣料専門店=津軽)

記号の意味：◎良くなっている、○やや良くなっている、□変わらない、△やや悪くなっている、×悪くなっている

資料：県統計分析課「青森県景気ウォッチャー調査報告書」
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１　青森県の推計人口（令和元年１０月１日現在）

【概　況】 

〇自然動態

出生者数が５６９人、死亡者数が１，４１６人で、８４７人の減少となった。

〇社会動態

転入者数が１，５９２人、転出者数が１，３３１人で、２６１人の増加となった。

（単位：人）

男 女 出生者数 死亡者数

県外からの

転入者数

県外への

転出者数

昭

 45.10. 1 1,427,520 685,477 742,043 -  10,929 -  -  -  -  -  - 

   50.10. 1 1,468,646 707,232 761,414 -  41,126 -  -  -  -  -  - 

   55.10. 1 1,523,907 735,444 788,463 -  55,261 -  -  -  -  -  - 

   60.10. 1 1,524,448 731,439 793,009 -  541 -  -  -  -  -  - 

 

平

 2.10. 1 1,482,873 704,758 778,115 -  -41,575 -  -  -  -  -  - 

    7.10. 1 1,481,663 704,189 777,474 -  -1,210 -  -  -  -  -  - 

   12.10. 1 1,475,728 702,573 773,155 -  -5,935 -  -  -  -  -  - 

   17.10. 1 1,436,657 679,077 757,580 -  -39,071 -  -  -  -  -  - 

   22.10. 1 1,373,339 646,141 727,198 -  -63,318 -  -  -  -  -  - 

   27.10. 1 1,308,265 614,694 693,571 -  -65,074 -  -  -  -  -  - 

30.10. 1 1,262,815 593,290 669,525 -0.071%  -902 -709 642 1,351 -193 1,210 1,403

30.11. 1 1,262,049 592,947 669,102 -0.061%  -766 -879 648 1,527 113 1,445 1,332

30.12. 1 1,261,169 592,569 668,600 -0.070%  -880 -844 659 1,503 -36 1,094 1,130

31. 1. 1 1,260,124 592,065 668,059 -0.083%  -1,045 -898 595 1,493 -147 987 1,134

31. 2. 1 1,258,753 591,430 667,323 -0.109%  -1,371 -1,260 612 1,872 -111 1,075 1,186

31. 3. 1 1,257,081 590,540 666,541 -0.133%  -1,672 -1,086 560 1,646 -586 966 1,552

31. 4. 1 1,250,444 587,118 663,326 -0.528%  -6,637 -865 597 1,462 -5,772 3,410 9,182

令元

. 5. 1 1,250,387 587,260 663,127 -0.005%  -57 -913 605 1,518 856 3,445 2,589

元

. 6. 1 1,249,314 586,719 662,595 -0.086%  -1,073 -1,005 635 1,640 -68 1,360 1,428

元

. 7. 1 1,248,340 586,255 662,085 -0.078%  -974 -702 611 1,313 -272 1,091 1,363

元

. 8. 1 1,247,658 586,057 661,601 -0.055%  -682 -775 643 1,418 93 1,826 1,733

元

. 9. 1 1,246,877 585,702 661,175 -0.063%  -781 -856 589 1,445 75 1,692 1,617

元

. 10. 1 1,246,291 585,461 660,830 -0.047%  -586 -847 569 1,416 261 1,592 1,331

９月中の人口動態の推移

（単位：人）

21.9 22.9 23.9 24.9 25.9 26.9 27.9 28.9 29.9 30.9

Ｒ元

.9

807 810 781 736 750 831 736 742 721 642 569

1,219 1,297 1,224 1,181 1,273 1,434 1,328 1,336 1,286 1,351 1,416

-412 -487 -443 -445 -523 -603 -592 -594 -565 -709 -847

1,538 1,571 1,474 1,382 1,563 1,528 1,521 1,478 1,578 1,210 1,592

1,678 1,493 1,584 1,491 1,498 1,491 1,622 1,412 1,429 1,403 1,331

-140 78 -110 -109 65 37 -101 66 149 -193 261

-552 -409 -553 -554 -458 -566 -693 -528 -416 -902 -586

　※１ 昭和45、50、55、60、平成2、7、12、17、22、27年は国勢調査人口（確定値）。

　※２ 平成27年11月1日以降の人口は、平成27年国勢調査人口（確定値 総務省統計局 平成28年10月26日）を基礎に推計している。

　※３ 増減数は、昭和45、50、55、60、平成2、7、12、17、22、27年が各々の前回国勢調査、その他が前月推計人口に対するものである。

　※４ 算出方法

 　　　県の推計人口＝前月の人口＋自然増減数（出生者数－死亡者数）＋社会増減数（県外からの転入者数－県外への転出者数）

　令和元年１０月１日現在の本県推計人口は、１，２４６，２９１人で、前月に比べ５８６人の減少となった。
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２　本県の経済動向

（２）主要経済指標の動向

（２－１）生産動向

◎業種別動向（前月比）　鉱工業全体 　-5.4％

プ　　ラ　　ス マ　イ　ナ　ス

業　　　種 前月比(％)寄与率(％) 業　　種 前月比(％)寄与率(％)

鉄鋼業 10.7 21.9 生産用機械工業 -93.3 -78.0

業務用機械工業 4.3 7.3 化学工業 -68.2 -35.4

情報通信機械工業 27.6 4.7 電子部品・デバイス工業 -2.2 -6.2

輸送機械工業 3.2 2.3 食料品工業 -1.2 -5.1

家具工業 26.3 2.2 石油・石炭製品工業 -35.4 -4.4

資料：県統計分析課「青森県鉱工業生産指数（速報）」
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青森県・全国・東北の鉱工業生産指数推移（季節調整済指数）
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括弧内は付加価値額ウェイト（鉱工業全体＝

10000.0

）

主要業種の生産動向（季節調整済指数・３カ月移動平均値）

食料品（

2410.0

） 鉄鋼（

1200.9

） 電子部品（

1048.2

）

業務用機械（

1005.1

） パルプ紙（

722.3

） 電気機械（

429.2

）

令和元年8月の青森県鉱工業生産指数（平成22年＝100）は、季節調整済指数が106.1で、前月比5.4％の

低下となり、2カ月ぶりに前月を下回った。また、原指数は100.0で、前年同月比4.9％の低下となり、2

カ月ぶりに前年同月を下回った。

季節調整済指数で前月からの動きをみると、鉄鋼業、業務用機械工業、情報通信機械工業等が上昇に寄

与した一方、生産用機械工業、化学工業、電子部品・デバイス工業などが低下し、鉱工業全体では5.4％

の低下となった。
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給与の対前年同月増減率の動き（調査産業計、事業所規模５人以上）
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資料：県統計分析課「毎月勤労統計調査結果（速報）」


